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「ＷＯＲＫ分析を使おう 数値読み取り」

ＷＯＲＫシートに登録されている各指標は数値を読み取ることが出来ます。

それは、「条件」－「WORK読み取り」から行います。

下記のＷＯＲＫシートの数値を読み取ってみましょう。

日足 ５０番シートに作成しました。
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「条件」－「WORK読み取り」から「５０」番シートを読み取りましょう。

このように表示されます。

ここに数値が入っています。

縦バーを移動させると、日付が変わりその日の数値が読み取れます。

ＷＯＲＫシートの内容で、チェックに「１」、周期に数値が入っていない指標について
は算出されません。
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■数値画面の内容

Ｓ・・・短期の数値 Ｍ・・・中期の数値 Ｌ・・・長期の数値

左側を拡大し解説します。

Ｓ 短期 指標値
Ｍ 中期 指標値
Ｌ 長期 指標値

Ｓ Ｍ Ｌ Ｖ字 向き Ｋ３本幅

Ｖ字・向きは６つの数値の並び 「０００ ０００」

この意味は、数値左からそれぞれ「短Ｖ、中Ｖ、長Ｖ 短向き、中向き、長向き」です。

Ｖ字・・・数字の並び前半３つ 短中長「０００」 「１１１」 「１１３」など

０・・・ Ｖでも逆Ｖでもない
１・・・Ｖ字
３・・・逆Ｖ字

「１０３」の場合・・・短期がＶ字 中期がＶでも逆Ｖでもない 長期が逆Ｖ字

「１１０ １１３」の場合

「短Ｖ 中Ｖ 長Ｖでも逆Ｖでもない 短上向 中上向 長下向」という意味です。
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向き・・・数字の並び後半３つ 短中長「０００」 「１１１」 「０３３」など

０・・・前日と同値 ※日足の場合
１・・・上向き
３・・・下向き

「１０３」の場合・・・短期が上向き 中期が前日同値 長期が下向き

Ｖ字 向き

Ｋ・・・３本幅 周期が短、中、長と３つ入力済みであること

■これら数値をファイルへ保存するには、

「ＪＰ２０００ソフト」の場合

「条件」－「ＷＯＲＫ指数をテキストファイルへ」をクリックします。

ＪＰ法株価分析システムではこの機能がありませんので、一工夫した「検証」を実行し
ます。
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■一工夫した検証

ＷＯＲＫシートの設定で全ての日が合格するようにします。

下記の例は、弾性値を「－９９９９～９９９９」という設定にしました。

拡大

短期弾性値が「－９９９９」以上 「９９９９」以下

ありえない下限値、ありえない上限値をセットします。この範囲内であれば、合格とな
ります。

これで全ての日がこの範囲内に収まりますので、「検証」を実行すると全ての日の数値
がファイルに自動で保存されます。

「－４」以下という条件にしてしまうと、全ての日の数値がファイルへ入ってきません。
ファイルへはＷＯＲＫシートに合格した日のみセットされます。
合格しない日はセットされません。
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■検証の実行

検証を実行する前に、ユーザー銘柄管理へ銘柄を登録しておきます。

今回は、６５０１日立をユーザー銘シート５０番へ登録しました。

※ここでは登録手順は、はぶきます。
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下記のように設定して「実行」します。

」

ＷＯＲＫシート ５０番

ユーザー銘柄管理 ５０番
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１銘柄なので、すぐ終了します。

下記画面の数値が止まったら、閉じてください。

「検証」画面も閉じます。

ここまでの作業で検証結果がＣＳＶファイルへ自動で保存されました。

ファイルの場所は[C:\WinJPDta]フォルダ中

ファイル名 ２つ作成されます。

WorkKenshoDay1-50-50.csv

内容はＷＯＲＫシートに登録されている指標、弾性値からＲＪ指数までの内容が入っ
ています。

ＥＸＣＥＬから表示させると、こんな感じです。

WorkKenshoDay2-50-50.csv

ＶＲ①から出来高移動平均線までの内容が入っています。
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■１日だけの数値を保存したい場合

数値が表示されている部分を選択し反転させます。

続けて、右クリックから「コピー」を左クリック。

または、ＣＴＲＬ＋Ｃ

ＥＸＣＥＬにそのまま貼り付けると下記のようになります。

Ａ列を広げてあります。

フォントは「ＭＳ ゴシック」にすると見やすくなります。


